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地域自治協議会第２回区長説明会開催される 

  昨年(12 月 18 日)に続き、石川地区行政区長に地域自治協議会

設立に関する説明会が１月 22 日に開かれた。前回は設立の主旨

や設立準備会の設立等が示されたが、今回、組織体制や運営のた

めの規約等の説明があった。 

  石川地区では、これまで石川地区全体の事業の取り組みが少な

かったこととそれらに係る事業費等の徴収もなかった。したがっ

て、地域自治協議会は石川地区には難しいのではないか、との疑問も出された。また、地域自

治協議会の業務内容は、現自治センタ－の業務が継続し、新たな行政区横断的な業務が加わる

こと、そして業務に関する予算は町からの交付金による運営となります。今回説明のあった組

織体制や運営のあり方としての規約及び地域自治協議会として何をやるか、予算をどうするか

などについては地域自治協議会設立準備会での重要な検討事項となります。 

 新たな収入源の確保や運営のあり方等、多くの課題が残されているものの設立準備会を立ち

上げなければ物事は始まらないということで大筋の合意が得られたところである。しかしなが

ら、区長等の役員が改選となる行政区もあることから、設立準備会の発足は新年度当初からと

はしないことで町も了承した(時期は明言せず、設立準備会委員の選任については人数等おって

連絡する)。石川自治センタ－といたしましては地域自治協議会の設立に当たっては各行政区内

の話し合いが非常に重要であることから、説明会で要望のあった資料の配布と合わせて会議等

に係る費用を早急に交付したいと考えております。 

◎平成２６年度地元学講座 

石川町お宝アテンダント(仮称) 養成講座 受講生募集  
       地元のお宝の知識を深め、おもてなしの心で石川町の魅力を伝える 

     アテンダント(石川町観光ガイド)になりませんか？                 

☆募集対象 石川町(石川地区)在住で石川町のＰＲ活動に意欲のある方 

☆募集期限  平成２６年４月末日    

☆講座のスケジュール等(予定) 

回数 期日 内容（講義及び現地視察） 講師 

１ ５／２２ 開講式、群れ桜・一本桜 専門家 

２ ６／２６ 石川城の歴史（石川城址） 専門家 

３ ７／２４ 神社・仏閣 宮司・住職 

４ ８／２１ 自由民権運動（石尊山、下泉） 専門家 

５ ９／２５ 鉱物(和久観音山鉱山跡、町歴史民俗資料館) 保存会員 

６ １０／２３ ｢おもてなし｣講話、その他のお宝 専門家､自治センター 

７ １１／２０ 実地研修、閉講式、認定証交付 地域づくり推進課 

＊：木曜日の午前９時～１２時、１１／２０は９時３０分～１５時（昼食有り） 

☆認定証の交付  修了者には石川町から「石川町お宝アテンダント              

(仮称)」(石川町観光ガイド)の認定証が交付されます。 

☆申込み(お問い合わせ)先  石川自治センター Tel(Fax)２６－１５５４ 
 

 



まちづくり交流会「石川牛芋煮鍋」でおもてなし・・ 
 第５回まちづくり交流会が２月９日(日)中谷自治センターで、開催

されます。それに先立ち企画推進員会議が 1月８日(水)石川自治センタ

ーで 10 名が参加しておこなわれ、大鍋大会の内容の検討・役割分担な

どを検討協議した。大鍋は、至福の鍋「石川牛芋煮鍋」に決定し、石川

牛をメーン食材に地元野菜（里芋、牛蒡、ネギ等）を使用した鍋と新た

に玉こんにゃく(串さし)を提供、この外にも籐手芸小物、カクテキキム

チ等も販売されます。 

今年度は、石川地区まちづくり委員会(委員長 西牧敏幸)の事例発表等もあり、盛り沢山の

内容となっています。是非ご来場ください。お待ちしております。 

３レディース学級で閉講式 
 レディースきたす(委員長 竹島君)は 1 月 16(木)午後 6 時より 12 名が参加、そば美人で閉

講式をおこなった。今年度の事業結果では、移動研修２回を含め８回の学習会がおこなわれた。

竹細工の移動研修では、人間国宝の竹細工を観賞するなど貴重な体験をすることができた。自

主運営もできていて、笑顔の絶えない楽しい学習会ができました。 

 レディース猫啼(委員長 長田礼子)は 1月 25日(土)午後 6時 30分より 13名が参加、井筒屋

で閉講式をおこなった。今年度の事業結果では、文化祭作品づくりでの自主学習でエコバック

づくりなど環境への取り組みが盛んにおこなわれた。11回学習会の外に石川養護学校・桜が丘

学園への支援・交流会なども積極的におこなわれていました。 

 レディース馬場町(委員長 安藤美智子)は 1 月 29 日(水)午前 10 時より石川自治センターで

おこなった。今年度の事業結果では、２回の自主学習で文化祭の作品作づくりをおこない、素

晴らしい籠を作った。小人数ながらも７回の学習会を開催しました。 

 各レディースとも学習計画に基づいておこなわれています。学習会への参加者を増やす方策

が必要と思われます。尚、レディース外槇は 2月下旬の閉講式を予定しています。 

寿大学２月学習会は｢語り部を聞く｣石川地方の民話・昔話外 
 新田寿健康大学(委員長 吉田征治)は 1月 16日(木)新田ふれあいセン

ターで 18 名が参加学習会をおこなった。3 名(熊田美喜子・溝井宏子・

塩沢栄子)の語り部を招き、石川地方の民話｢こわ清水(谷津)｣のお話など

7 つのお話を聞いた。｢百べ｣のお話では大爆笑するなど子どもの頃を思

い出し和やかな時間を過ごしました。 

石川寿大学(委員長 千代田ハナ)は 1 月 21 日(火)町公民館で 28 名が

参加学習会をおこなった。2 名(塩田富子・熊田美喜子)の語り部を招き

石川地方の｢花さか爺さん｣など６つのお話を聞いた。便所の屋根から始

まるのが石川地方や白河の花さか爺さんと聞かされ、驚きの声も聞かれ

た。語り部からは、知っている昔話があれば皆さんから教えてほしいとの依頼があった。 

まちなか工房も活動開始 
 まちなか工房では、1月 10日(金)から粘土教室・1月 14日(火)籐手芸教室が始まった。 粘 

土教室では、昨年からの作品｢花立｣が完成した。籐手芸教室では、各自の作品作りに励んだ。

籐手芸は、２６年 1月から教室の開催曜日を火曜日１時 30分からに変更いたしました。 

２月度行事予定 
日 曜日 行 事 予 定 備 考 

9 日 第５回まちづくり交流会 中谷自治センター 

18 火 石川寿大学学習会午前 9 時 30 分 町公民館 

19 水 企画推進員会議 石川自治センター 

20 木 新田寿健康大学午前 9 時 30 分 新田ふれあい 

23 日 レディース外槇閉講式・移動研修 伊達市 

26 水 青少協石川地区協議会 石川自治センター 
 

 


